
東日本大震災から12年 復興応援行事
令和４年度の復興に向けた多様な支援について

東日本大震災から12年が経過しました。被災地の復興は大きく前進しましたが、この経験と教訓を将来
に語り継ぎ、震災を風化させないための取組や風評払拭に関する様々な支援を行っています。

第１回東北３県（岩手・宮城・福島）ふるさと市（東京メトロ銀座駅 B２出入口付近）

令和５年４月

東京2020大会１周年記念セレモニー（国立競技場）

被災地ゆかりの品の展示（都庁第一本庁舎２階エントランス）

令和４年７月23日（土曜日）
東京2020大会から１周年を記念して開催されたイベントにおいて、被災３県ゆかりの品で国立競技場のコンコースを
装飾しました。ブースでは被災地の今の姿を紹介する動画放映やポスター・パネル展示、VR体験を実施しました。

令和４年７月８日（金曜日）から14日（木曜日）まで
以下の日程で各県産直市を開催しました。
ʭ福島産直市 ７月８日（金曜日）～10日（日曜日）
ʭ宮城産直市 ７月11日（月曜日）～12日（火曜日）
ʭ岩手産直市 ７月13日（水曜日）～14日（木曜日）

360度VR映像により東北の今を体験できる
VR体験コーナーを設けました。

令和４年７月25日（月曜日）から９月５日（月曜日）まで
東京2020大会１周年記念セレモニー終了後、都庁第一本庁舎で展示しました。
ʭ岩手県：大漁旗
ʭ宮城県：仙台七夕飾り
ʭ福島県：ひまわり（7月25日～8月8日）、赤べこ（8月9日～9月5日）



（１）オンラインイベント（特設サイト）
令和５年１月26日（金曜日）～３月19日（日曜日）

東日本大震災風化防止イベント～さらなる復興に向けて2023～（特設サイト、汐留シオサイト）

東北４県を食から応援する
ハッシュタグキャンペーンを実施

東北４県の観光情報サイトのリンク集の掲載のほか、震災伝承施設等のリンク集を展開

知事・東北ゆかりの著名人による感謝のメッセージ動画

都と東北４県（青森県、岩手県、宮城県、福島県）は、復興の今を発信し、支援継続を呼び掛けるイベントを
オンラインとオフラインで開催しました。

第２回東北３県（岩手・宮城・福島）ふるさと市（東京メトロ銀座駅 Ｂ２出入口付近）

令和４年11月12日（土曜日）から17日（木曜日）まで
以下の日程で各県産直市を開催しました。
ʭ福島産直市 11月12日（土曜日）～13日（日曜日）
ʭ宮城産直市 11月14日（月曜日）～15日（火曜日）
ʭ岩手産直市 11月16日（水曜日）～17日（木曜日）

福島産直市の2日間では、DX体験企画を実施。銀座会場とコミュタン福島
（福島県）をリアルタイムでつなぎ、来場者がコミュタン福島に配置した
ロボットを遠隔操作し、モニターを通じて展示を見学しました。



（２）オフラインイベント（汐留シオサイト地下歩道）
令和５年３月５日（日曜日）～３月11日（土曜日）



岩手県、宮城県及び福島県の食材を使った料理やご当地メニューからなる
復興応援ランチメニューの提供（都庁職員食堂）

令和５年３月８日（水曜日）～３月14日（火曜日）

被災地の今の姿を紹介する復興パネル展（都都庁第一本庁舎１階中央アートワーク台座）

令和５年３月10日（金曜日）～３月14日（火曜日）


